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●夏食 ―夏を元気に過ごす『食』のススメ―
●町民賞決まる ―桜の森彫刻コンクール授賞式―

主な内容
・夏を元気に過ごす食のススメ……
・桜の森彫刻コンクール授賞式……………
・井川町消防団ポンプ操法大会……………
・公民館だより・花いかだ…………………
・すこやか子育て支援のあらまし…
・まちの話題…………………………
・くらしの情報、見てみて、みんなの広場

P２～５
P６
P８
P９

P10 ～ 11
P12 ～ 13

P14 ～ 19

『お星さ～ま、キ～ラッキラッ！』
7月 23日、こどもセンターでは夕涼み会が行われました。
色とりどりのあざやかな浴衣や甚平を着た子どもたち。
歌や踊りを披露した後は、お楽しみの夜店コーナーへと
元気にかけていきました。
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健
康
の
源
、
夏
を
元
気
に

過
ご
す
た
め
の
「
食
」
と
は
…

暑
く
な
っ
て
く
る
と
、
夏
バ
テ
対

策
の
食
事
が
雑
誌
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
特

集
を
組
ま
れ
る
の
は
定
番
と
な
り
ま
し

た
。
毎
年
、
夏
バ
テ
を
す
る
タ
イ
プ
の

人
に
は
一
定
の
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

日
頃
か
ら
食
事
量
が
少
な
か
っ
た
り
、

栄
養
不
足
ぎ
み
の
人
は
、
毎
年
夏
バ
テ

を
繰
り
返
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

普
段
は
元
気
で
も
暑
さ
に
負
け
て
、

食
欲
が
低
下
す
る
、
肉
や
魚
な
ど
の
た

ん
ぱ
く
質
食
品
に
対
す
る
嗜
好
が
低
下

す
る
、
睡
眠
不
足
に
な
る
な
ど
夏
バ
テ

の
特
徴
的
な
症
状
で
す
。
く
ど
い
も
の

は
食
べ
ら
れ
な
い
と
言
っ
て
、
さ
っ
ぱ

り
し
た
味
の
料
理
ば
か

り
食
べ
て
い
て
は
、
た

ん
ぱ
く
質
や
脂
質
不
足

に
な
り
、
そ
の
結
果
、

元
気
が
出
な
い
、
風
邪

を
引
き
や
す
く
な
る
、

貧
血
に
な
り
や
す
い
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。た

と
え
ば
毎
日
そ

う
め
ん
ば
か
り
食
べ
て

い
る
と
、
炭
水
化
物
の

摂
取
に
比
例
し
て
ビ
タ

ミ
ン
B1
の
需
要
が
高
ま

り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
成

が
出
来
な
い
た
め
に
、

ま
す
ま
す
疲
れ
や
す
く
な
る
な
ど
、
夏

ば
て
症
状
が
ひ
ど
く
な
っ
て
し
ま
う
で

し
ょ
う
。

夏
の
食
事
は
、
炭
水
化
物
の
摂
取
と

と
も
に
肉
や
魚
、
大
豆
な
ど
の
料
理
、

つ
ま
り
主
菜
を
付
け
合
わ
せ
る
こ
と
が

大
切
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
夏
の
強
い
紫
外
線
に
よ
っ

て
体
内
で
活
性
酸
素
が
生
成
さ
れ
、
体

内
の
細
胞
を
酸
化
し
て
老
化
や
生
活
習

慣
病
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
も
な
り
ま

す
。体

内
の
酸
化
防
止
に
働
く
物
質
は
ポ

リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
や
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
（
カ
ロ

テ
ン
）、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ

で
す
が
、
こ
れ
ら
は
夏
の
野
菜
や
果
物

に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
炭

水
化
物
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
る
の
に

（
転
換
す
る
の
に
）
必
要
な
ビ
タ
ミ
ン

Ｂ
群
を
含
む
と
う
も
ろ
こ
し
や
枝
豆
も

夏
が
旬
で
す
。
に
ん
に
く
や
玉
ね
ぎ
、

ね
ぎ
、
に
ら
は
夏
野
菜
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
夏
に
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
に
は
ビ
タ
ミ
ン
B1
の
吸
収
を
助
け
る

硫
化
ア
リ
ル
が
含
ま
れ
る
の
で
、
〝
夏

ば
て
対
策
〞
の
料
理
に
は
欠
か
せ
な
い

も
の
で
す
。

旬
の
も
の
、
季
節
の
野
菜
を

お
い
し
く
食
べ
よ
う

夏
に
お
い
し
い
う
り
科
の
野
菜
に

は
、ゴ
ー
ヤ
ー
（
に
が
う
り
）
や
冬
瓜
、

き
ゅ
う
り
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
古
く

か
ら
浮
腫
（
む
く
み
）
を
取
っ
た
り
、

利
尿
作
用
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
水
分
を
多
く
と
る
夏
場
に
は
う
っ

て
つ
け
の
野
菜
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

夏
の
食
事
は
、
肉
や
魚
、
大
豆
料
理

と
と
も
に
、
旬
の
夏
野
菜
を
食
べ
る
こ

と
で
、
暑
さ
に
負
け
な
い
体
づ
く
り
を

心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
夏
場
に
必
要
な

栄
養
価
の
高
い
豚
肉
と
、季
節
の
野
菜
・

ゴ
ー
ヤ
ー
（
に
が
う
り
）
を
使
っ
た
料

理
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
ご
家
庭
で
、
献
立
の
参
考
に
し
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
？
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〝
夏
ば
て
〞
っ
て
何
？

「
夏
ば
て
」
と
は
、
日
本
の
気
候
の

様
に
高
温
多
湿
な
環
境
に
お
い
て
の

適
応
障
害
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
夏
ば
て
」
に
は
定
義
が
な
く
、
い

く
つ
か
の
症
状
を
総
称
し
て
「
夏
ば

て
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。  

■
夏
ば
て
の
症
状

○
思
考
力
の
低
下

○
全
身
の
疲
れ
が
と
れ
な
い

○
朝
起
き
る
の
が
つ
ら
い

○
食
欲
が
な
い

○
冷
た
い
も
の
ば
か
り
飲
む

○
下
痢
や
便
秘
な
ど

■
夏
ば
て
の
原
因 

梅
雨
明
け
前
後
か
ら
、
蒸
し
暑
い

日
が
多
く
な
っ
て
く
る
と
、
寝
つ
き

が
悪
く
な
り
睡
眠
不
足
に
な
り
が
ち

に
な
る
な
ど
、
生
活
リ
ズ
ム
が
崩
れ

や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
偏
り
に
よ
る
ミ
ネ
ラ
ル
不

足
、
発
汗
に
よ
る
脱
水
症
状
、
室
内

と
屋
外
の
温
度
差
に
よ
る
冷
房
病
、

疲
労
の
蓄
積
な
ど
が
夏
ば
て
の
原
因

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

■
夏
ば
て
回
復
の
３
原
則 

①
規
則
正
し
く
適
切
な
食
事
を
と
る 

②
無
理
を
せ
ず
、
適
度
な
運
動
を

③
十
分
な
休
養
を
と
る
こ
と

〝
夏
ば
て
〞
を
吹
き
飛
ば
す食

事
を
8
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暑いからと言って、「そうめんだけ」、「ご飯に水をか

けて、ささっと。あとは、なすがっこさえあれば」など、

あっさりした炭水化物だけの食事になっていませんか？

肉と今が旬のゴーヤーを加え、さらに梅干しで酸味も。

この一皿で、夏の疲れを吹き飛ばそう！

※ゴーヤーの苦味が苦手な方へ

ゴーヤーは、なかの「わた」に苦味があります。なかの

種とわたを、スプーンなどでしっかり取り除きます。そ

して、これを薄切りし、塩もみをしてさっと水で洗って

ざるにあげ、水けを切りましょう。これで、苦味はだい

ぶ取れて食べやすくなります。

●材料（４人分）

・ゴーヤー…２００ｇ（２本） ・豚肉薄切り……２００ｇ

・玉ねぎ……１２０ｇ（1/2個） ・梅干し………４個

・みそ………大さじ１と 1/3 ・みりん…大さじ２と 2/3

・そうめん…乾２００ｇ ・ごま油…大さじ１

・いり白ごま……大さじ１

●作り方

① ゴーヤーは縦半分に切り、種とわたをスプーンなどでとり

除く。端から薄切りにしてポリ袋に入れ、塩適量をふり入

れてもみ、水洗いして、水気を絞る。

② 豚肉は一口大に切り、玉ねぎは薄切りに。

③ 梅干しは種を除いて包丁でたたき刻み、みそとみりんを加

え混ぜる（梅みそ）。

④ そうめんをゆでる。

⑤ フライパンにごま油を熱し、豚肉、ゴーヤー、玉ねぎを炒

める。豚肉に火が通ったら「そうめん」を加えてさら炒め、

梅みそで調味する。

⑥ 皿に盛り、ごまをふる。

「肉はもそもそして食べづらい」という方でも、こ

のつるっとした豚肉なら、食べやすいでしょう。ビタ

ミン B1 を含む食品の代表と言われる「豚肉」。ぜひ、

暑い今の季節だからこそ食べてください。

「水菜」の代わりに「きゅうりの細切り、だいこんの

線切り、トマトの薄切り」でもおいしいですよ。

●材料（４人分）

・豚ロース薄切り肉… ２００ｇ ・酒…………大さじ２

・しょうゆ…………小さじ２ ・かたくり粉……適量

・戻したわかめ……４０ｇ ・水菜……………１束

（たれ）

・しょうゆ…………大さじ２ ・酢…………大さじ２

・ゆで汁……………大さじ４ ・梅肉………小さじ２

●作り方

① 豚肉に酒としょうゆをまぶし、かたくり粉をはたきつ

けて沸騰湯に１切れずつ入れ、浮き上がったらざるに

あげてさます。

② もどしたわかめと水菜はゆでて食べやすく切る。

③ 皿にわかめと水菜を持って、肉をのせる。

④ しょうゆ、酢、ゆで汁、梅肉を合わせてタレを作り、

添えます。

4

つるるん豚つるるん豚

そうめんゴーヤーチャンプルーそうめんゴーヤーチャンプルー

※ビタミン B1 の働き

ビタミン B1 は、糖質がエネルギーに変わると

き使われるビタミンで、糖質の摂取量が多い溶き

には摂取量を増やす必要があります。

夏暑いからと言って、麺類ばかり食べたり、砂

糖の入ったジュースばかり飲んで食事をおろそか

にすると、体の中では糖質をエネルギーに変えた

くてもビタミン B1 が不足し、エネルギーが作り

出せず、逆にますます疲れてしまいます、

そしてますます食欲がなくなり、食べたくない、

とりあえず、主食であるご飯や麺だけでも食べな

いと…という悪循環になってしまいます。

ビタミン B1 を多く含む食べ物は、豚肉、ウナ

ギ、かつお、大豆、紅さけ、玄米等です。
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5-2

井川町学校給食センター
学校栄養士 桑村功子先生

暑いこの季節、のどがかわいて清涼飲
料水やお茶などを飲むことがふえますが、
みなさんはどのようなことに注意してい
ますか？
水分補給に必要な飲み物を選ぶときは、
添加物や糖分のとりすぎなど、気をつけ
る点がたくさんあります。

ペットボトルで飲み過ぎ、注意！

暑くてのどが乾いてくるとペット
ボトル飲料を、ごくごくと一気に飲
みきっていませんか。よく冷えたジ
ュースは甘さを感じにくいため、そ
のまま飲み干してしまうと糖分をと
りすぎてしまいます。１日に何本も
飲まないようにしましょう。　

スポーツ飲料の飲み方に注意！

スポーツ飲料は激しい運動をした
時などに、汗として失われた水分を
補給するもの。最近は甘みの少ない
ものもありますが、約５％くらいの
糖分が含まれています。

コーヒー飲料で

カフェインのとり過ぎに注意！

コーヒー飲料はカフェインが多く
含まれ、飲み過ぎると、眠れなくな
ったり、めまいや吐き気、脈拍がふ
えたりすることもあります。また甘
くしているものも多く、糖分をとり
すぎてしまうこともあり、水分補給
には好ましい飲み物といえません。

アルコール飲料に注意！

清涼飲料とデザインがよく似てい
て、果汁や炭酸入りのサワーやチュ
ウハイと呼ばれるものはまぎれもな
くお酒です。冷蔵庫に清涼飲料と一
緒に入っているとまちがいやすいの
で、見分け方を知り、アルコールの
害から体を守りましょう。

栄養ドリンクに注意！

コンビニでも手軽に買える栄養ド
リンクは元気になる気がする、栄養
補給をしようと飲む人が増えている
ようです。しかし、これらにはカフ
ェイン、糖類が多く含まれ、大人向
けの製品にはアルコール類が含まれ
ているものもあり、注意が必要。

水分補給におすすめの飲み物は？

もう、皆さん、おわかりでしょう。

水分補給におすすめの飲み物は、砂

糖の入っていない「麦茶」、水にレ

モン汁をしぼった「レモン水」、「牛

乳」などが最適です。

〝夏ばて〟をしない夏の過ごしかたは
規則ただしい生活をすることが大切

規則正しい生活の出発点は、朝・

昼・夕に食べている食事にあります。

毎日同じ時間に食事をする習慣が身

に付いている人は、体自体も一定の

リズムができています。私たち人間

の体は、昼型の活動パターンをもっ

ていますから、それに合わせた生活

をすることが健康を保つために、と

ても大切なことなのです。この昼

間の時間に十分な活動をするために

は、その源になるエネルギーが必要

です。この大切なエネルギーを私た

ちは朝食でとっているのです。

朝食が毎日のエネルギー源！

活動しなければ、エネルギーの消

費は少ないと思いがちですが、活動

の指令を発している脳は、寝ている

時も起きている時と同じくらいエネ

ルギーを使っています。そのため、

朝起きた時の脳の状態はエネルギー

不足ということになります。そこで、

朝食を食べてエネルギーを補給する

と、体も脳も活発に働いてくれると

いうわけです。

朝食を食べると、脳の働きがよく

なり、授業中も勉強に集中できて、

学校の成績もよくなっていくことな

どが、いろいろな研究結果からも知

ることができます。朝食を抜くとい

うことは、元気や集中力がでないだ

けでなく、落ち着きがなくなり、イ

ライラするようにもなります。毎日、

きちんと朝食を食べて、体も心も落

ち着かせ、ベストコンデションで夏

をすごしましょう。

夏ばてをしないためには、長期休みであっても生活
パターンを乱さないこと、したがって、三度の食事を
バランスよく食べることです。栄養バランスのよい食
事とは、主食・主菜・副菜・汁物がそろった献立です。

夏を元気に過ごすための食事とは？

日本型食生活こそ、栄養バラン

スがよく調和のとれた献立といえ

ます。また、日本の食事では同じ

献立を温かくしたり、冷やしたり

して食べる工夫がされています。

（例：温うどんや冷やしうどん

ラーメンと冷やし中華など）

「夏の水分補給に気をつける」「朝

食をきちんと食べる」「栄養バラ

ンスのとれた献立の食事をする」、

これが、食べ物から考える〝夏ば

てをしない夏のすごし方〟です。

主　食
ごはん、パン、めん類など、炭水
化物の多い食べ物で、主にエネル
ギー源となる。献立を決めるとき
は、まずはじめに「何を主食にす
るのか」を考えます。

主　菜
肉・魚・卵・大豆製品など、タン
パク質の多い食べ物で、主に体を
作るもとになります。おかずの中
心になるものです。

副　菜
野菜類、果実類、いも類、海藻な
ど、無機質やビタミンが多く、主
に体の各機能を調整します。

汁　物
他の献立で足りない栄養を補うほ
か、水分補給に役立ちます。

5
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み
ん
な
の
感
性
で
町
民
賞
決
ま
る

桜
の
名
所
・
日
本
国
花
苑
を
舞
台

に
緑
豊
か
な
自
然
空
間
に
ふ
さ
わ
し

い
彫
刻
作
品
を
常
設
展
示
し
、
自
然

環
境
と
の
調
和
を
図
り
な
が
ら
、
町

が
め
ざ
す
〝
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
〞

の
シ
ン
ボ
ル
と
す
る
「
桜
の
森
彫
刻

コ
ン
ク
ー
ル
」。
第
六
回
展
を
数
え

た
今
年
、
応
募
一
八
二
点
の
作
品
の

中
か
ら
、
入
賞
作
品
が
八
点
が
決
定

し
ま
し
た
。

瞑想の部屋 藤島 明範さん（茨城県）
巨大な石のかたまりから石を抜き出して四

角い部屋を出現させる。

この部屋を形づくっている石は地球の地殻

から生まれたものであり、部屋の中は地球

内部そのものだ。この部屋には真北の空に

向かって仰角 39°56’の穴が開いている。

北緯 39°56’にある「日本国花苑」に設置

されるこの石の部屋には北極星からの光が

いつでも入る仕組み。北極星の光を受けつ

つ、地球のフトコロの中で宇宙と一体とな

り瞑想しよう。

授
賞
式
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
開
催

七
月
九
日
、
町
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
で
は
授
賞
式
並
び
に
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

授
賞
式
に
は
受
賞
者
を
は
じ

め
、
六
十
人
余
が
出
席
。
受
賞
者

を
代
表
し
て
濱
野
邦
昭
さ
ん
（
山
口

県
・
緑
の
風
に
誘
わ
れ
て
〔
瞑
想
〕)

が
あ
い
さ
つ
、「
作
品
は
完
成
し
て
、

そ
の
空
間
に
置
か
れ
る
こ
と
で
作
家

の
手
を
離
れ
、
作
品
そ
の
も
の
が
一

人
歩
き
し
て
行
く
。
国
花
苑
の
よ
う

な
緑
の
中
に
作
品
を
置
く
こ
と
が
、

作
品
に
と
っ
て
良
い
こ
と
。
こ
の
場

所
で
一
人
歩
き
し
て
い
く
作
品
が
、

町
民
の
み
な
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
よ
う

に
心
し
て
実
制
作
に
あ
た
り
ま
す
」

と
喜
び
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
、
受
賞
さ
れ
た
作
品
、
大
賞

一
点
、
優
秀
賞
二
点
、
町
民
賞
一
点

の
計
四
点
の
作
品
は
、実
制
作
さ
れ
、

来
春
、
桜
の
花
が
咲
く
頃
に
、
日
本

国
花
苑
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

◆町民賞

第６回桜の森彫刻コンクール・町民賞投票結果
作品
Ｎｏ 出品者 作品名 得票数

92
藤島明範
（茨城県）

瞑想の部屋 55票

122
原　　透

（神奈川県）
時間帯 ―Ａ― 41票

124
猪瀬昌延
（東京都）

空と大地をつなぐもの 11票

166
林　　宏
（東京都）

しあわせについて 49票

169
中村義孝
（茨城県）

馬と少年 8票

去
る
六
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
九

日
ま
で
の
八
日
間
、
町
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
応
募
作
品

展
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
で
は
準

賞
作
品
五
点
の
中
か
ら
、
来
場
者
の

投
票
に
よ
り
町
民
賞
を
選
出
。
町
民

賞
に
は
秋
田
県
出
身
で
茨
城
県
を
活

動
拠
点
と
す
る
藤
島
明
範
さ
ん
の

「
瞑
想
の
部
屋
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

―
町
民
賞
に
「
瞑
想
の
部
屋
」
決
ま
る―
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既
存
の
技
術
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
思
い
も
よ
ら
な
い
成
果
を
生
む

こ
と
は
ま
ま
あ
る
こ
と
だ
。
環
境
大

臣
賞
を
受
け
た
〝
緑
の
カ
ー
テ
ン
〞

は
そ
の
典
型
だ
ろ
う
。
東
京
・
板
橋

区
の
小
・
中
学
校
で
プ
ラ
ン
タ
ー
に

ホ
ッ
プ
を
植
え
、
直
射
日
光
を
遮
る

こ
と
で
校
舎
内
の
温
度
を
五
〜
十
度

も
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い

た
。
冷
房
設
備
の
な
い
都
内
の
校
舎

内
は
、
夏
場
は
三
十
五
度
を
超
す
こ

と
も
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
冷
房

設
備
に
は
莫
大
な
費
用
が
必
要
だ
。

つ
る
性
の
植
物
で
断
熱
す
る
ア
イ
デ

ア
は
秀
逸
だ
。
ひ
ら
め
い
た
の
は
音

楽
の
教
師
。
具
体
化
し
た
の
は
雨
ど

い
メ
ー
カ
ー
や
ポ
ン
プ
・
メ
ー
カ
ー

な
ど
の
中
小
企
業
群
だ
。

夏
休
み
に
入
っ
た
生
徒
た
ち
が
プ

ラ
ン
タ
ー
の
草
取
り
を
し
て
い
る
光

景
が
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

ホ
ッ
プ
が
ヘ
チ
マ
や
ゴ
ー
ヤ
ー
に
代

わ
っ
て
い
た
。
葉
っ
ぱ
が
大
き
く
、

断
熱
効
果
が
よ
り
良
い
か
ら
だ
ろ

う
。
さ
ら
に
果
実
は
学
校
給
食
の
食

材
に
な
っ
て
い
た
。
味
も
そ
っ
け
も

な
い
ヘ
チ
マ
、
苦
い
ゴ
ー
ヤ
ー
も
生

徒
た
ち
に
は
「
お
い
し
い
」
の
だ
ろ

う
。
自
ら
世
話
し
た
こ
と
で
愛
着
も

湧
き
、
苦
味
も
美
味
に
変
わ
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
環
境
教
育
の
見
事
な

実
践
に
も
な
っ
て
い
る
。

板
橋
区
は
大
田
区
と
並
ぶ
中
小

企
業
の
街
だ
。
様
々
な
技
術
が
集
積

し
て
い
る
。
緑
の
カ
ー
テ
ン
も
雨
水

を
タ
ン
ク
に
貯
め
、
ポ
ン
プ
・
ア
ッ

プ
し
、
植
物
を
育
て
る
と
い
う
異
業

種
の
組
み
合
わ
せ
だ
。「
数
多
い
学

校
に
冷
房
を
導
入
す
る
に
は
多
額
の

費
用
が
要
る
。
ま
た
冷
房
の
放
熱
は

ヒ
ー
ト
・
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
を
加
速

さ
せ
る
」
と
の
音
楽
教
師
の
意
見
を

具
体
化
し
た
。
そ
の
中
心
的
役
割
を

果
た
し
た
経
営
者
に
本
町
を
視
察
い

た
だ
い
た
。「
ス
ズ
キ
部
品
に
は
素

晴
ら
し
い
鍛
造
設
備
が
あ
る
。
Ｏ
Ｂ

の
技
術
を
活
用
し
、
自
動
車
部
品
以

外
の
も
の
を
考
え
た
ら
…
」
と
の
ア

ド
バ
イ
ス
。
自
ら
秋
田
県
内
に
展
開

す
る
工
場
視
察
を
兼
ね
、
鍛
造
の
町
、

井
川
へ―

 

と
、
板
橋
区
商
工
会
議

所
の
メ
ン
バ
ー
に
働
き
か
け
を
い
た

だ
い
た
。
今
秋
十
月
に
は
十
名
余
の

来
町
が
決
ま
っ
た
。
町
の
製
造
業
者

中
心
に
意
欲
あ
る
方
々
と
ぜ
ひ
と
も

交
流
し
た
い
と
、
願
っ
て
も
な
い
申

し
出
。
町
も
近
々
メ
ン
バ
ー
を
募
る

準
備
を
進
め
て
い
る
。

町
は
自
立
を
決
定
以
来
、
雇
用
の

場
を
開
拓
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

百
人
も
働
く
企
業
は
無
理
で
も
、
十

人
働
け
る
企
業
を
十
企
業
創
設
す
れ

ば
、
そ
れ
以
上
の
効
果
が
あ
る
だ
ろ

う
。
板
橋
商
工
会
議
所
の
来
町
が
、

そ
う
し
た
契
機
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

農
地
の
売
買
・
貸
し
借
り
に
は
、

農
業
委
員
会
の
許
可
が
必
要
で
す

《
農
地
法
第
三
条
》

こ
れ
は
、
資
産
保
有
や
登
記
目
的

な
ど
「
耕
作
し
な
い
目
的
」
で
の
農

地
の
取
得
等
を
規
制
す
る
と
と
も

に
、
農
用
地
を
効
率
的
に
利
用
で
き

る
人
に
委
ね
る
こ
と
を
〝
ね
ら
い
〞

と
し
て
い
ま
す
。

農
地
を
転
用
す
る
場
合
、

県
知
事
の
許
可
が
必
要
で
す

《
農
地
法
第
四
・
五
条
》

農
地
の
転
用
と
は
、
農
地
を
農
業

以
外
に
使
用
す
る
た
め
に
農
地
の
規

制
を
外
す
こ
と
で
す
。
す
な
わ
ち
、

農
地
を
住
宅
や
工
場
、
道
路
敷
地
、

山
林
、
資
材
置
き
場
、
駐
車
場
な
ど

の
用
地
に
す
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

具
体
的
な
転
用
事
業
計

画
の
な
い
資
産
と
し
て
の

保
有
目
的
や
、
投
資
を
目

的
と
す
る
農
地
の
取
得
は

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

Ａ
・
農
地
の
所
有
者
自
ら

が
転
用
を
行
な
う
場
合

⇒

農
地
法
第
四
条

Ｂ
・
農
地
を
所
有
し
て
い

な
い
者
が
転
用
目
的
に

農
地
を
取
得
す
る
場
合

⇒

農
地
法
第
五
条

井
川
町
発
足
五
十
周
年
記
念 

平
成
十
七
年
六
月
発
刊

井
川
町
史
　

続
巻　

問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
●
井
川
町
役
場
情
報
課 

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
３ 
有
線
４
５
６
６

本
書
は
前
井
川
町
史
の
続
巻
と
し
て

発
刊
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
後
の
郷
土

の
来
し
方
を
体
系
的
に
、
総
合
的
に
一

望
で
き
る
よ
う
編
集
し
ま
し
た
。

こ
の
時
期
、
ふ
る
さ
と
井
川
へ
帰
省

さ
れ
る
み
な
さ
ん
、
ま
た
前
回
の
予
約

受
付
以
降
に
購
入
を
希
望
さ
れ
る
み
な

さ
ん
へ
追
加
予
約
を
受
け
付
け
し
ま
す
。

Ａ
５
版　

五
七
〇
頁

予
約
価
格 

一
、五
〇
〇
円
・
送
料
別

（
頒
布
価
格 

二
、五
〇
〇
円
・
送
料
別
）

※
希
望
さ
れ
る
方
は
八
月
三
十
一
日
ま
で

に
町
情
報
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

農
地
を
改
良
す
る
場
合
は
、

農
業
委
員
会
の
許
可
が
必
要

周
辺
農
地
な
ど
の
営
農
条
件
に
支

障
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
農
地

改
良
を
行
な
う
場
合
は
農
業
委
員
会

の
許
可
が
必
要
で
す
。

①
耕
作
者
が
二
㌃
未
満
の
農
地
を
農

作
物
の
育
成
、
も
し
く
は
農
業
用

施
設
の
た
め
に
盛
土
す
る
場
合

②
水
田
を
畑
と
し
て
耕
作
し
よ
う
と

盛
土
す
る
場
合

（
た
だ
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
等
の

工
事
残
土
を
捨
て
る
こ
と
が
目
的

と
な
る
場
合
は
、
県
知
事
の
許
可

が
必
要
）

農
業
委
員
会
の
総
会
は
月
末
に
行

な
わ
れ
ま
す
の
で
、
毎
月
十
五
日
ま

で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
農
地
等
に
関
す
る
こ
と
は
】

町
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
９

有
線　

４
４
９
７

  

◆ 

土
地
は
地
域
の
財
産
で
す
。
農
地
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
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七
月
三
日
、
井
川
町
消
防
団
に
よ

る
平
成
十
七
年
度
井
川
町
消
防
団
中

継
送
水
操
作
・
駆
付
訓
練
講
習
会
お

よ
び
小
型
ポ
ン
プ
操
法
・
規
律
訓
練

大
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
午
前
に

行
な
わ
れ
た
中
継
送
水
操
作
・
駆
付

訓
練
講
習
会
で
は
、
海
老
沢
神
明
社

で
火
災
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で
、

中
継
送
水
駆
付
け
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。
乾
燥
状
態
が
続
き
、
延
焼
拡
大

の
恐
れ
が
あ
る
と
の
緊
迫
し
た
火
災

状
況
を
想
定
し
て
の
訓
練
に
、
団
員

た
ち
は
迅
速
か
つ
正
確
な
動
作
の
一

つ
ひ
と
つ
を
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

〔
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
〕

第
１
位　

第
１
分
団

第
２
位　

第
３
分
団

第
３
位　

第
５
分
団

〔
規
律
訓
練
の
部
〕

第
１
位　

第
２
分
団

第
２
位　

第
７
分
団

第
３
位　

第
１
分
団

ま
た
午
後
か
ら
は
浜
井
川
地
区
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
・

規
律
訓
練
大
会
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

第
五
十
八
回

秋
田
県
消
防
大
会

―

遠
藤
さ
ん
が
意
見
発
表―

七
月
八
日
、
大
仙
市
・
大
曲
民

会
館
で
第
五
十
八
回
秋
田
県
消
防

大
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
か
ら
始
ま
っ
た
第
一
回
消

防
団
員
意
見
発
表
会
で
は
、
井
川

町
消
防
団
・
第
一
分
団
員
の
遠
藤

真
毅
さ
ん
（
今
戸
）
が
、
男
鹿
南

秋
支
部
代
表
と
し
て
意
見
発
表
を

行
な
い
ま
し
た
。

五
月
中
旬
に
町
内
で
発
生
し
た

行
方
不
明
者
の
捜
索
活
動
を
基
に

山
中
で
の
捜
索
の
難
し
さ
な
ど
、

実
体
験
で
得
た
教
訓
を
テ
ー
マ
と

し
た
意
見
発
表
を
、
参
加
者
九
五

〇
人
を
前
に
、
堂
々
と
発
表
し
ま

し
た
。

遠藤真毅さん
（今 戸）

■火災の種類とラベルの色

火災の種類
一般火災
白ラベル

油火災
黄ラベル

電気火災
青ラベル

粉末消火器 ○ ○ ○

強化液消火器 ○ ○ ○

あわ消火器 ○ ○ ×

■消火器の種類と選び方

消火器は使われる薬剤に

よって『粉末消火器』、『強

化液消火器』、『あわ消火器』

の３種類に大きく分けられ

ます。消火器には適応する

火災の種類がラベルで表

示されているので、使用目

的に合った消火器を選びま

しょう。

一般家庭の場合は、万能

タイプの粉末消火器か強化

液消火器が便利です。

■消火器の使い方

安全ピンに指をかけ、
上に引き抜く。

ホースをはずして火元に
向ける。

レバーを強く握って噴射
する。
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公民館だより�

TEL（874）4422　　有線4443

街 のいい顔のいい顔　　み～つけた！み～つけた！

いろんな世界が待ってるヨ！
公民館図書室

夏真っ盛りです！みなさん元気ですか？〈夏休み特集〉というこ
とで、今月は《子ども向け本》の紹介をします！

どこ？　つきよの　ばんのさがしもの 山形　明美／講談社
うさぎのくれたバレエシューズ 安房　直子／小峰書店
おばけのてんぷら せな　けいこ／ポプラ社

ぎゅっ ジェズ・オールバラ／徳間書店
　おさんぽしていたジョジョくん。みんなが「ぎゅっ」としてい
るのをみてママがこいしくなりました。どうぶつたちのしあわせ
そうなかお！おもわず　ぎゅっとしたくなる絵本です。

山古志村のマリと３匹の子犬
桑原　眞二・大野　一興／文藝春秋

　マリが３匹の子犬を出産した日（2004年 10月 23日）の夕方、
新潟中越地震発生。３匹の子どもを守るためにマリは戦いました。
涙の実話、感動の一冊です。

青山君の夏休み～秋田市400年物語
秋田市建都400年事業実行委員／秋田魁新報社

　秋田市建都400年記念事業委員会が、建都400年記念事業と
して制作に取り組んできた秋田市の歴史をわかりやすく紹介する
マンガ。
　歴史作家、土井輝雄氏の原作、秋田市出身の漫画家・倉田よし
み氏の作画、大地進氏の編集構成により秋田市の歴史を楽しく学
べる歴史マンガです。

教室・講座 開　催　日 備　　考

英 会 話 教 室 10日（水） 会場　公民館

3 Ｂ 体 操 講 座 ３日、24日（水） 会場　公民館

絵 手 紙 講 座 ４日、18日（木） 会場　公民館

和太鼓サークル 27日（土） 会場　公民館

お 茶 を 楽 し む 23日（火） 会場　公民館

全町子ども大会・夏まつり

■とき　８月７日（日）  午前 8時 30 分～
■会場　町民体育館

子ども会対抗ドッチボール大会。
魚つかみ取り、かき氷やポップコーン
などの出店も楽しみです。

【秋田県教育委員会からのお知らせ】

「ファミリー川柳コンテスト」への募集について
　秋田県では、家庭や地域での子育てにまつわる情景や思い、家
族へのメッセージなどをテーマにファミリー川柳を募集していま
す。みなさん、ふるってご応募ください。
◆主　　催　秋田県家庭教育推進協議会
◆応募期間　平成17年 7月 19日（火）～8月 31日（水）
◆応募対象　児童・生徒を含む一般県民
◆応募方法　応募用紙（学校を通して配布済みですが、公民館に備え付け

です。一人３点まで応募可）に必要事項を記入し、井川
町公民館まで届けてください。

※ご不明な点がありましたら、秋田県家庭教育推進協議会事務局
　TEL 018－836－7840 FAX 018－836－7854か
　又は、井川町公民館（有 4443　TEL 874－4422）まで。

第44回桑名旗争奪全町野球大会

■とき　８月14 日（日）  ～ 15 日（月）
■時間　午前8時 30分開会式
■会場　町営球場、井川中学校グラウンド

井川町成人式

■とき　８月15 日（日）  午前 10 時
■会場　井川町公民館

昭和 60年 4月 2日～ 61年 4月 1日
生まれの人が対象です。

全町盆踊り大会

■とき　８月17 日（水）  
■会場　日本国花苑
■受付　午後7時～7時 30分

個人の部（7人以上）、団体の部、子ど
もの部で審査します。抽選会もありま
すので、みなさん、参加してください。

第44回町民体育大会

■とき　８月28 日（日）  午前 9時開会式
■会場　井川中グラウンド

町民がグラウンドに結集。競技に応援
に頑張って、親睦の輪を広げましょう。

第21回全町相撲大会

■とき　８月28 日（日）  正午
■会場　中学校花籠道場
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４
「保育料の助成」「奨学金」… 教育委員会／有線 4538
「乳幼児療育支援」…………… 町　民　課／有線 4441
「乳幼児福祉医療制度」……… 健　康　課／有線 4432

福祉医療制度（マル福）の乳幼児（未

就学児童）に係る制度が、次のとおり

改正となりました。

その他の福祉医療制度については変更

ありません。

◆所得制限基準額◆
扶養親族等の
人 数

父親または母親の
所 得 額

０人 2,672,000 円

１人 3,052,000 円

２人 3,432,000 円

３人 3,812,000 円

４人 4,192,000 円

５人 4,572,000 円 ３
◆乳幼児福祉医療制度の改正内容◆

対　象　者
現　制　度
（改正前）

新　制　度
（改正後）

１歳

～

小学入学前の児童

※両親が住民税（所
得割）非課税の方
は自己負担なし

自己負担なし 

（全額助成）

自己負担あり（注１）

（半額自己負担／半額助成）

ただし、自己負担額は 1 ヶ
月 1,000 円（1 レセプトあ
たり）を限度とします（注2）

０ 歳 児 自己負担なし

（全額助成）

自己負担なし

（全額助成）市町村民税非課税世帯

注１ 「自己負担あり」の方は受給者証の右上に朱書きで「千円」と記入

されております。

注２ レセプトとは、医療機関等（病院・診療所・薬局等）が医療費の

給付を請求するため、患者さん一人について 1ヶ月ごとに、原則

として１枚作成する診療報酬明細書のことです。このため、1ヶ

月の限度額は個々の病院 ､診療所や薬局ごとに各々 1,000円とな

ります。（総合病院の場合は診療科ごとに1,000円となります）

２平成 17 年４月２日以降生まれの０歳児を対象に月額１万円を支給します。支給は出生月から

満１歳に達する誕生月の前月までとなります。

（支給対象は乳幼児福祉医療制度における「所

得基準額」による所得制限を適用します）

ただし、平成 17 年４月から７月までに誕生し

た乳児は、今年８月から誕生月の前月までとな

ります。

子どもが３人以上の多子世帯において、これまで

は第３子以降のみを対象としてきましたが、平成

17 年８月１日以降は家庭の中での出生順位によ

らず、１人以上の子どもを奨学金支給対象とする

ことに改めました。

（実施主体は、財団法人 秋田県育英会）

〔支給月〕４ヵ月分を年３回に分けて支給する

８月から 11 月分 （４ヵ月分） … 12 月に支給

12月から翌年３月 （ 〃 ） … ４月に支給

４月から７月分 （ 〃 ） … ８月に支給

※平成 17 年 4 月 2 日から 18 年 4 月 1 日まで

に生まれた第 1 子 0 歳児および第 3 子以降の

乳児の場合は「乳児養育支援」と「保育料助成」

のいずれかを、保護者が選択して申請すること

になります。

EE

８月は児童扶養手当・特別児童扶養手当
「現況届」の提出月です

現在、手当を受給されている方には通知します。

新たに該当する方は、８月 15日までに役場町民課

へ届け出ください。「現況届」の提出は次のとおり

□受付日　８月 9日（火）･ 10 日（水）

 17：00 ～ 19：00

 ８月 15 日（月）9：00 ～ 16：00

□会　場　井川町役場 ２階 小会議室

【問い合わせ】役場町民課　電話 (８７４)４４１６ 

 有線４４４１
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1

子育て
応援します
8月 1日から、町の「すこやか子育て支援

事業」が改正となります。新事業では、家庭

ごとの経済負担などをふまえつつ、支援対象

を拡大する内容となりました。

これまでの「すこやか子育て支援事業」は、

第１子０歳児と第３子以降の子どもの保育

料を無料としてきましたが、今後はすべての

子育て家庭への支援を行なうことを基本とし

て、①乳幼児の保育料への支援 ②乳幼児養

育支援 ③乳幼児医療への支援 ④すこやか奨

学金の貸付けの内容が見直されました。

■秋田県の少子化データ（平成16 年概況）

　○出 生 率
 秋 田 県　6.9 人／ 1,000 人（10 年連続全国最下位）

 全国平均　8.9 人／ 1,000 人

　○合計特殊出生率
 秋 田 県　1.31 人（全国第 36 位）

 全国平均　1.29 人

　○婚 姻 率
 秋 田 県　4.4 人／ 1,000 人（5 年連続全国最下位）

 全国平均　5.9 人／ 1,000 人

※「出生率」は人口千人あたりの子どもが生まれた人数。

「合計特殊出生率」は 15歳から 49歳までの女性の

年齢別出生率を合計したもので、１人の女性が一生

の間に出産する子どもの数に相当します。

「婚姻率」は人口千人当たりの婚姻件数を示すもの。

町では〝保育料徴収基準〟から、一律２割（20％）

を差し引いた額を保育料として徴収しています。

今回の改正により、現在、保育所へ通う乳幼児

については 5％の助成額が上乗せされ、合わせて

25％の保育料の減額となります。

◆保育料助成の改正内容◆

区 分 現 行 改 正 後
（８月１日以降）

対 象 者 ・第３子以降の乳幼児
・第１子０歳児

・１～６歳（就学前）
※出産順位にかかわらず

支 援 内 容 ・保育料の全額助成
（県１／２・町１／２）

①保育料の半額助成
②平成 17 年４月１日以前に生ま
れた乳幼児は１／４助成

所 得 制 限 ・なし ・別表１のとおり

経 過 措 置 ・平成 18 年４月１日以前生まれ
の第１子０歳児と第３子以降の
乳幼児保育料無料は従前どおり

これまで第１子０歳児と第３子以降の乳幼児

に限られていた保育料無料化を取りやめ、支援

対象を１歳児以降のすべての幼児としました。

平成 17 年４月２日以降に誕生した幼児は半

額助成、それ以前に生まれた幼児については保

育料の４分の１助成となります。

助成対象となる保育料は、保育所は

井川町保育所徴収金額表に定める保育料、

幼稚園については幼稚園保育料徴収条

例で定める保育料を基準として算出します

また経過措置として、平成 18

年４月１日以前に生まれた第１子

の０歳児と第３子以降の保育料無

料は継続されます。
EE
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ホタル観察会

この時期の風物詩のひとつとなった「ホタル
観察会」が行なわれ、４０人余が参加しました。
現地見学に先立ち、コミュニティーセンター
で、自然保護観察員の小林純一さん（横岡）か
ら「なぜホタルは光るのか？」といったホタル
の生態に関する説明が行なわれました。井内地
区に移動しての現地見学では、幽玄なホタルの
灯りを追う子どもたちの姿がありました。

第１回井川町環境セミナー

〝楽しみながら実践する環境にやさしい生活〟
を目標にする井川町環境セミナーが「ホタルの
好きな環境」をテーマに、木川弘氏を講師に招
き、町健康センターで開催されました。ホタル
の生態を通じて環境を考える講話に、時折笑い
話を交えての楽しいセミナーとなりました。
次回セミナーは８月４日（木）午後７時から、
健康センターで「ものぐさでも出来る省エネ」。

井川町老人クラブ大会

この日、町農村環境改善センターで井川町
老人クラブ大会が行なわれました。式典では
森田孝治井川町老人クラブ連合会長が、昨年
の活動報告を含めてあいさつされ、引き続き
表彰と感謝状の贈呈が行なわれました。
【表彰】工藤喜一（大麦） 小林幸一（館岡）

伊藤秋之助（羽立） 鷲谷　清（海老沢）
工藤　成（大麦） 鈴木純一（上村）
藤田孝子（田中）

【感謝状】齊藤ミツヱ（田中）　　   ※敬称略

ありがとうございました

秋田湖東ライオンズクラブから図書券贈られる

井川小へ、秋田湖東ライオンズクラブより
図書券 5万円分が寄贈されました。
この活動は、地域社会への奉仕活動の一環

として〝ライオンズ図書（図書券）〟を贈るも
ので、毎年行なわれてきました。子どもたち
の豊かな心を育むために役立ててほしいとの
願いを受け、井川小では低学年用から高学年
用までの図書を購入しました。

7/ ８

6/28

12

7/20
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井川町老人グラウンドゴルフ大会

７月６日、日本国花苑グラウンドゴルフ場
では、井川町老人クラブ連合会主催の第 14
回井川町老人グラウンドゴルフ大会が行なわ
れました。時折、小雨が降る雨空でしたが、
参加者は日頃の練習の成果を発揮しようと打
ち出した球の行方を追い駆けていました。

〔団体〕優　勝　小今戸チーム
準優勝　街  道チーム
第３位　泉  岳チーム

〔個人〕第１位　鈴 木  正 勝（小今戸）
第２位　渡 部  勝 美（泉　岳）
第３位　中山 吉三郎（小今戸）

第 32回全県学童相撲大会

〔団体戦〕

優　勝 　井川町スポーツ少年団（東北大会出場）

〔個人･最強の部〕

優　勝 　６年／西方　航（東北大会出場）

第 18回全日本小学生相撲優勝大会
秋田県予選会

６年生の部 優  勝 西方　航（東北大会出場）

４年生以下の部 優  勝 安田　走（ 〃 ）

第 18回東北電力旗潟上市･南秋田郡
ミニバスケットボール大会

男 子／優 勝 井川町スポーツ少年団（全県出場）

【夏の各種大会日程】

8/7 ～９ 東北中学校柔道大会 （秋田市）

8/20 東北学童相撲大会 （天王町）

8/22 ～ 24 全国中学校柔道大会 （愛知県）

8/23 ～ 24 全国中学校相撲選手権大会 （静岡県）

8/27 ～ 28 全日本空手道連盟剛柔会

全国選手権大会 （千葉県）

7/ ９・10 7/ ３・４

7/17

スポーツの結果です

2 年連続 10 度目の全県制覇

秋田県中学校総合体育大会の結果

□相 撲

〔団体戦〕

優　勝 井川中学校 （全国･東北大会出場）

〔個人戦〕

個人選手権 準優勝 中道 健人（全国大会出場）

３年の部 第３位 中道 健人（東北大会出場）

 〃 第６位 安田 千斗（ 〃 ）

２年の部 優　勝 伊藤 勝貴（ 〃 ）

 〃 準優勝 中道 裕樹（ 〃 ）

１年の部 優　勝 安田　鯨 （ 〃 ）

□柔 道

〔男子個人戦〕

66kg級 準優勝 椎名 和紀（東北大会出場）

55kg級 第３位 伊藤 紀晃（ 〃 ）

〔女子個人戦〕

63kg級 優　勝 石山みさと （全国･東北大会出場）

52kg級 準優勝 畠山 陽子（東北大会出場）

※柔道団体・その他の個人戦、卓球団体および

　個人戦は善戦しましたが、惜しくも敗れました。

みなさんの応援ありがとうございました。
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◇
申
請
す
る
こ
と
で
、

保
険
料
納
付
を
免
除
で
き
ま
す

た
だ
し
、
病
気
や
失
業
な
ど
の
経

済
的
な
理
由
で
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
申
請
に
よ

り
保
険
料
の
納
付
を
免
除
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
免
除
制
度
に

は
、
法
定
免
除
と
申
請
免
除
の
二
種

類
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
対
象
が
異
な

り
ま
す
。
法
定
免
除
は
、
障
害
基
礎

年
金
を
受
け
て
い
る
人
や
生
活
保
護

法
に
基
づ
く
生
活
扶
助
を
受
け
て
い

る
人
が
、
申
請
免
除
は
前
年
の
所
得

が
少
な
い
な
ど
、
経
済
的
な
理
由
で

保
険
料
を
収
め
る
こ
と
が
困
難
な
人

が
該
当
し
ま
す
。

申
請
免
除
に
は
保
険
料
の
全
額
を

免
除
す
る
「
全
額
免
除
」
と
保
険
料

の
半
額
を
免
除
す
る
「
半
額
免
除
」

が
あ
り
ま
す
。
申
請
免
除
は
誰
に
で

も
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
所

得
（
収
入
）
が
基
準
額
を
下
回
る
場

合
に
承
認
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
で
は
、
保
険
料
の
納
付
を

免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
は
日
本
に
住
む
二
十
歳

以
上
、
六
十
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人

が
加
入
す
る
制
度
で
す
。
保
険
料
を

収
め
続
け
る
こ
と
で
、
年
を
取
っ
た

時
の
老
齢
基
礎
年
金
や
万
が
一
の
場

合
の
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年

金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

（
基
準
額
は
家
族
構
成
な
ど
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
）

ま
た
、
保
険
料
の
免
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

◇
二
十
歳
代
の
方
に
は
、

納
付
猶
予
制
度
も
あ
り
ま
す

保
険
料
免
除
制
度
の
ほ
か
、
他
の

年
齢
層
に
比
べ
て
所
得
が
少
な
い
若

年
層
（
二
十
歳
代
）
の
方
に
は
、
申

請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
制
度（
若
年
層
納
付
猶
予
制
度
）

が
あ
り
ま
す
。
若
年
層
納
付
猶
予
の

所
得
基
準
は
全
額
免
除
と
同
様
の
基

準
額
で
す
が
、
世
帯
主
の
所
得
を
除

き
、
本
人
と
配
偶
者
の
所
得
の
み
で

審
査
さ
れ
ま
す
。

◇
保
険
料
を
追
納
し
て

満
額
の
年
金
を
受
給
し
ま
し
ょ
う

保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予
を

受
け
た
期
間
は
、
障
害
や
死
亡
と
い

っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
し
た
場
合

に
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年

金
を
受
け
取
る
た
め
の
資
格
要
件
に

算
入
さ
れ
ま
す
。
万
が
一
の
時
の
た

め
に
も
、
こ
れ
ら
の
制
度
を
利
用
さ

れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

な
お
、
保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶

予
を
受
け
た
期
間
は
、
保
険
料
を
全

額
納
付
し
た
時
と
比
べ
、
将
来
、
受

け
取
る
年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま

す
。（
全
額
免
除
の
期
間
は
三
分
の

一
、
半
額
免
除
の
期
間
は
三
分
の
二

に
減
額
さ
れ
ま
す
。
納
付
猶
予
は
年

金
額
に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
）

こ
の
た
め
、
免
除
ま
た
は
納
付
猶

予
を
受
け
て
か
ら
、
十
年
以
内
で
あ

れ
ば
、
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
収

め
る
こ
と
が
で
き
る
「
追
納
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、追
納
の
際
、

免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
を
受
け
て
か

ら
、
二
年
以
上
経
過
し
て
い
る
場
合

は
、
保
険
料
に
加
算
額
が
上
乗
せ
さ

れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
町
民
課
・
国
民
年
金

窓
口
（
電
話
８
７
４
―
４
４
１
５
／

有
線
４
４
３
１
）
ま
で
。

誘い合って、遊びに来てね！

桐ヶ丘・さくら苑合同夏まつり
■日時：8月 18日（木）

午後５時から

■場所：桐ヶ丘 園庭広場

翠香苑なつまつり
■日時：8月 19日（金）

午後６時から

■場所：翠香苑 駐車場

国民年金の相談は�
国民課まで!!
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○〉――――〈○�

野外�
ステージ�

芝生広場�管理棟�

テニスコート�

ゲート�
ボール�
コート�

チビッコ�
�

広　場�

現場事務所�

専用駐車場�

専用駐車場�

国道285号線�←至　秋田市�

工事中�

工事中�

徐行�

徐行�

工事看板�

関係者以外�
立入禁止�

お願い表示�

この先�
駐車禁止�

路上�
駐車�
禁止�

路上�
駐車�
禁止�

至　五城目→�

国
花
苑
入
口�

ため池工事現場�

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場�

○〉――――〈○　○〉――――〈○�●
〉―
―
―〈
●
〉―
―
―〈
●
�

バ
ラ
剪
定
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

日
本
国
花
苑
バ
ラ
園
で
は
秋
田
バ

ラ
会
の
指
導
に
よ
る
『
バ
ラ
の
剪
定

講
習
会
』
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
時
期
の
剪
定
作
業
は
秋
咲
き

の
花
を
よ
り
き
れ
い
な
も
の
に
す
る

た
め
の
大
切
な
作
業
で
す
。
バ
ラ
に

関
心
の
あ
る
方
は
お
誘
い
合
わ
せ
の

う
え
、
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

□
日
時　

８
月
６
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら

□
場
所　

日
本
国
花
苑
内
・
バ
ラ
園

【
問
い
合
わ
せ
】

井
川
町
役
場 

産
業
課
ま
で

有
線　

４
５
４
６

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
８

日
本
国
花
苑
内
・
ち
び
っ
こ
広
場

奥
の
分
水
た
め
池
の
堤
体
盛
土
工
事

を
８
月
１
日
か
ら
12
月
20
日
ま
で
の

期
間
、
実
施
し
ま
す
。
こ
の
工
事
に

伴
い
、
盛
土
運
搬
作
業
等
の
た
め
10

ｔ
ダ
ン
プ
車
な
ど
の
工
事
関
係
車
両

が
苑
内
の
通
路
を
往
来
し
ま
す
。

日
本
国
花
苑
施
設
を
利
用
さ
れ
る

み
な
さ
ん
に
は
、
通
路
幅
員
の
確
保

と
交
通
安
全
の
た
め
、
国
花
苑
内
通

路
（
両
側
）
へ
の
駐
車
を
お
控
え
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
駐
車
場
は
国
道
二
八
五
号
線

沿
い
日
本
国
花
苑
入
口
南
側
の
駐
車

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間
中
は
、
苑
内
の
通
行
お
よ
び

通
路
の
横
断
に
は
、
十
分
お
気
を
つ

け
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
花
苑
を
ご
利
用
の
み
な
さ
ん
へ

産
業
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

分
水
た
め
池
整
備
工
事
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

夏
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運

動
が
、
八
月
一
日
か
ら
八
月
十
日
ま

で
の
十
日
間
実
施
さ
れ
ま
す
。

運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
急
が

ず
に 

マ
ナ
ー
と
ゆ
と
り
で 

交
通
安

全
」
で
す
。
例
年
こ
の
時
期
は
、
夏

の
暑
さ
や
行
楽
な
ど
に
よ
る
開
放

感
、
疲
労
な
ど
か
ら
く
る
無
謀
運
転

や
、
飲
酒
運
転
な
ど
に
よ
る
交
通
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
、
無
事
故
で

楽
し
い
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

◇
事
前
に
行
き
先
や
経
由
地
の
道
路

状
況
や
混
雑
状
況
を
調
べ
て
、
少

な
く
と
も
２
時
間
に
１
回
は
休
憩

を
と
れ
る
よ
う
、
無
理
の
な
い
計

画
を
立
て
よ
う
！

◇
夏
は
暑
さ
の
た
め
に
体
力
が
消
耗

し
、
居
眠
り
運
転
や
ぼ
ん
や
り
運

転
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

遠
出
を
す
る
前
日
は
夜
更
か
し
を

せ
ず
、
十
分
に
睡
眠
を
と
っ
て
、

暴
飲
・
暴
食
は
慎
み
ま
し
ょ
う
！

◇
高
速
道
路
で
眠
く
な
っ
た
と
き

は
、
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
や
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
で
休
憩
を
！

◇
車
間
距
離
が
短
い
と
極
度
の
緊
張

か
ら
、疲
労
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

ス
ピ
ー
ド
に

応
じ
た
安
全

な
車
間
距
離

で
心
に
ゆ
と

り
を
持
っ
た

運
転
を
！

暑
く
と
も 

気
持
ち
さ
わ
や
か 

安
全
運
転　

R285 広ヶ野交差点�

大場交差点�県道�

県道� 大麦交差点�

至秋田市�

味噌野交差点�町道�

赤沢入口交差点�県道�

上虻川交差点�県道�

①　８月１日～12月20日まで一般車両
は専用駐車場へお願いします。

②　資材運搬車や10t ダンプ車が通行
　　します。苑内は走行速度10kmで
　　通行します。（常に徐行）
③　路上駐車しないようお願いします。
④　休日および夜間は、現場入口に単管バ
リケード・カラーコーンを置き、完
全に封鎖します。

7月 27日、味曽野交差点

では信号機点灯式が行なわ

れ、供用が開始されました。

秋田中央広域農道は、平成

12年の開通以来、県央部と

県北を結ぶ、バイパス道とし

て農業利用だけでなく、通勤

等の生活道として、年々交通

量が増しています。交通ルー

ルを守り、安全運転で事故防

止につとめましょう。

秋田中央広域農道・味曽野交差点（寺沢地内）に

されました
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井川町役場　0018-874-4411
ＵＲＬ http://www.town.ikawa.akita.jp/
E-mail jouhou@town.ikawa.akita.jp

帰省するご家族やご友人でＡターンを

希望する方がいましたら、ぜひハローワ

ークへの相談をおすすめください。

□期間　８月１日（月）～８月20日（土）

□時間　10時～17時〔日曜を除く毎日〕

□会場　ハローワークプラザ・アトリオン

【問い合わせ】

ハローワーク秋田　Ａターン担当

電話０１８（８６４）４１１１

ＮＴＴ東日本秋田支店では、８月中に

順次、新しい電話帳をご家庭・事業所へ

お届けする予定です。その際、現在お使

いの電話帳は新しい電話帳とお取替えし

ますので、配達員へお渡しください。

ＮＴＴでは地球環境保護の一環とし

て、回収した古電話帳から新しい電話帳

をつくる「電話帳循環型リサイクル」を

行なっています。

なお、配達員に渡せなかった場合、後

日改めて回収に伺いますので、「タウン

ページセンター」までご連絡ください。

お届けする電話帳の変更や配達冊数の変

更についきましても、同センターまでご

連絡ください。

【問い合わせ】

タウンページセンター

電話０１２０－５
コ ー ル

０６－３
サーンキュ

０９

忘れずに最寄りの金融機関で納期内に

納めてください。口座振替をしている方

は、預金残高のご確認をお願いします。

《個人事業税の納税も、口座振替で！》

公共料金の支払いと同じように、個人

事業税も口座振替が便利です。金融機関

へ出かける手間が省け、安全、確実です。

県内の銀行、信用金庫、労働金庫、信

用組合、農協などに預貯金口座をお持ち

であれば、どなたでも利用できます。

（ただし、郵便局は利用できません）

９月30日までにお申し込みいただい

たものについては、２期分からの個人事

業税の口座振替となります。

【問い合わせ】

秋田地域振興局県税部　納税課

電話０１８（８６０）３３３２

□
県
職
員
職
務
・
採
用
予
定
人
員
数

短大卒業程度

一

般

事

務

１

看

護

師

９

作

業

療

法

士

１

保

健

師

２

農

業

１

学

校

栄

養

士

４

高校卒業程度

一

般

事

務

３

総

合

土

木

２

警

察

事

務

６

電

気
（

警

察

）

１

秋
田
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

□
受
付
期
間　

８
月
３
日
（
水
）

〜
８
月
24
日
（
水
）

□
試
験
区
分　

上
級
一
般
事
務
若
干
名

□
受
験
資
格

ア
・
昭
和
51
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
59

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

イ
・
昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者
で
大
学
卒
ま
た
は
平
成
18
年

３
月
卒
業
見
込
み
の
も
の

□
一
次
試
験　

９
月
18
日
（
日
）

【
問
い
合
わ
せ
・
受
験
申
込
み
】

秋
田
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
総
務
課

電
話
０
１
８
（
８
８
８
）
０
２
２
０

□
受
付
期
間　

７
月
19
日
（
火
）

〜
８
月
５
日
（
金
）

□
試
験
区
分　

高
校
卒
業
程
度

□
受
験
資
格

昭
和
51
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
63
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

（
た
だ
し
、
警
察
官
Ａ
・
女
性
警
察
官

Ａ
の
受
験
資
格
を
有
す
る
者
を
除
く
）

□
一
次
試
験

９
月
17
日
（
土
）
体
力
・
身
体
検
査

９
月
18
日
（
日
）
教
養
・
作
文
試
験

【
問
い
合
わ
せ
・
受
験
申
込
み
】

秋
田
県
人
事
委
員
会
事
務
局

（
秋
田
地
方
総
合
庁
舎
４
階
）

電
話
０
１
８
（
８
６
０
）
３
２
５
３

〈h
ttp

://w
w
w
.p
re
f.a

k
ita

.jp
/

jin
jiin

/saiyou/top.htm

〉

防
衛
庁
採
用
試
験
案
内

種 目 受験資格 受 付 試 験 日

２等陸海空士 18歳以上
27歳未満男女

８月１日
～９月８日

男子9月 21日
女子 9月 26日

曹 候 補 士 9月 17日

一般曹候補学生 18歳以上
24歳未満男女 9月 23日

航 空 学 生

高卒（見込み含）
21歳未満の男女

9月 24・25日

防 衛 大 学 校 推薦
９月5日～ ７日 11月 12・13日

防衛医科大学校
一般
９月９日～30日

11月 5・6日

看 護 学 生 高卒（見込み含）
24歳未満の男女 10月 16日

自 衛 隊 生 徒 中卒（見込み含）
17歳未満の男子

11月１日
～ 18年 1月 10日 18年 1月 14日

県税からのお知らせ

◎個人事業税（１期）の納期限は
８月 31 日（水）です

8月は「A ターン就職促進月間」です
この夏、A ターン就職はアトリオンで！

ＮＴＴ東日本発行の
電話帳を配達・回収します

秋
田
県
職
員
採
用

□
受
付
期
間　

７
月
19
日
（
火
）

〜
８
月
５
日
（
水
）

□
一
次
試
験　

９
月
25
日
（
日
）

第24回 地域の日河川浄化イベント�
馬
場
目
川�

8月28日（日）�
午後12時30分スタート�
（予備日9月4日）�
申し込み〆切8月12日�

川下り大会川下り大会�川下り大会川下り大会�川下り大会�

湖東3町商工会馬場目川川下り大会実行委員会�
TEL 018－852－3460

【
問
い
合
わ
せ
】

　

自
衛
隊
秋
田
募
集
案
内
所

　

電
話
０
１
８
（
８
６
４
）
４
９
２
９
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テレフォンカードが当たる

広報クイズ　No.154

◆今月の問題
(1) 第６回桜の森彫刻コンクール・町民賞受賞

作品名は何ですか？
(2) 井川町消防団・小型ポンプ操法の部で１位

となったのは第何分団ですか？
(3) 第 44回町民運動会が行なわれるのは何月

何日ですか？
◆応募の方法
ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢、
町内の方は世帯主名を記入してください。
たくさんの応募をお待ちしております。

◆あて先
〒018-1596　井川町北川尻字海老沢樋ノ口78-1

井川町役場情報課　広報係まで

◆しめきり
８月19日 ( 金 ) 当日消印有効

クイズの正解者の中から抽選で３人にテレ
フォンカードをプレゼント。前回の答えは、
(1)井川町自立計画、(2)翠の風に誘われて（瞑
想）、(3)19人でした。抽選の結果、一ノ関
和子さん（八郎潟町）、渡部純郎さん（新間）
にテレフォンカードをお送りします。

広報クイズ　No.168

の
　５　日 T

　７　日 U

14日 O ～15日 P

15日 P

17日 R

18日 S

19日 T

25日 S ～

28日 O

戦没者追悼式
（会場：農村環境改善センター）

全町子ども大会・夏まつり
（会場：町民体育館）

桑名旗争奪全町野球大会

井川町成人式
（会場：農村環境改善センター）

全町盆踊り （場所：日本国花苑）

桐ヶ丘・さくら苑合同夏まつり

翠香苑なつまつり

小・中学校授業開始

町民体育大会・全町相撲大会
（場所：井川中学校グラウンド）

８月

保健だより● 8月分

ぼくたち、
むしばなかったよ
2 歳児歯科検診でむし歯のなかった
子どもたちです。

健康相談・母子健康手帳交付・わいわい広場
月　日 健 診 名 内　　　　容 時間・会場

８月  １日
15 日

健康相談 健康・栄養・睡眠に関する相談
9：00 ～ 17：00
健康センター母子健康

手帳交付
母子健康手帳・妊婦健康診査受診票交付
保健指導、栄養指導

毎週月曜日
※祝日は除く

わいわい
広 場

乳幼児・親等が対象。みんなで遊び、
情報交換、相談 (育児、栄養等 ) もできます

9：30 ～ 11：30
健康センター等

すくすく学級・乳児健診
月　日 健 診 名 対　象　者 内　　容 受付時間・会場

８月 23 日
（火）

すくすく
学 級 H17年5月生まれ

身体計測、保健指導
離乳食について

9：30 ～ 9：45
健康センター

乳児健診
Ｈ16年10月､8月、
Ｈ17年4月、1月生まれ

身体計測、保健指導
内科診察、栄養指導

13：00 ～ 13：30
健康センター

○健診の時は、問診票、母子健康手帳、バスタオルをお忘れなく
○７ヶ月児は離乳食指導（試食は無し）がありますので、１時までに受付を済ませてください

予 防 接 種
月　日 区 分 対　象　者 受付時間・会場

８月１１日
（木）

風 し ん
予 防 接 種

Ｈ14年8月9日～Ｈ16年8月12日生
および７歳 6ヵ月未満で未実施の子

13：30 ～ 14：00
井川町診療所

８月25 日
（木）

ＢＣＧ接種 Ｈ17年2月23日～Ｈ17年5月26日生
13：30 ～ 14：00
井川町診療所

子宮がん・乳がん検診の予約
対象：元号（昭和）の奇数年生まれの方

医療機関 実施日及び受付時間 予約受付先

湖 東 総 合 病 院 で
検診を希望する方

月～土　9 時～ 11 時（第２・４土曜日を除く）
木～金　9 時～ 11 時、13 時～ 14 時 30 分

病院･福祉活動室
電話875-2100

秋田組合総合病院で
検診を希望する方

毎週金曜日
（９月受診希望の方は、８月 12 日までに連絡）

町健康センター
電話874-3300

千葉医院で検診を希望
する方（子宮がんのみ）

月～土　9 時～ 11 時
月～金　14 時～ 16 時

千葉医院
電話875-5360

食生活改善推進員養成講座
月　日 内　　　容 受付時間・会場

８月  ５日
（金）

・レクダンス
・講話①「食生活の変化と推進員活動」

②「みそ汁の試飲アンケート結果について」

9：30 ～ 12：00
健康センター

伊藤莉
り こ

子ちゃん
（坂 本）

遠藤純
じゅんな

奈ちゃん
（街 道）

遠藤　快
かい

ちゃん
（小今戸）

齋藤紗
さつき

月ちゃん
（赤 沢）

安田弥
ね ね

音ちゃん
（寺 沢）

伊藤陽
ひ び き

日葵ちゃん
（横 岡）

白川　萌
もえ

ちゃん
（街 道）

松田彩
あやの

乃ちゃん
（新屋敷）

齋藤壱
いっしゅう

周ちゃん
（大野地）

８月の〔新聞・雑誌〕収集日が変更になります
毎月第２土曜日に行なう〔新聞・雑誌〕の収集

は、お盆期間と重なるため、第１土曜日の８月

６日に変更となります。来月以降は通常どおり、

第２土曜日に収集します。
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このコーナーは、毎週水曜日、有線放送の定時放送
で放送されます。ひとくち英会話のテキストとして
ご利用ください。

Dialogue 11 : Making Plans : Going to Do
予定を立てる「～するつもりだ」

Tucker: What do you plan to do this summer, Mark?
タッカー：（マーク、今年の夏は何か計画はあるの？）

Mark: I am going to go to Hokkaido. I plan to camp 
and hike for one week.

マーク：（僕は北海道に行く予定なんだ。一週間、キャンプやハイ
キングをすることを計画しているよ。）

Tucker: Wow. That sounds fun. Will you go to 
Sapporo too?
（わぁ、それは楽しそうだね。札幌へも行く予定はあるの？）

Mark: Yes. I will meet some friends in Sapporo 
before we go camping.
（うん、キャンプに行く前に札幌にいる友達と会うことに
しているんだ。）

Tucker: It's a nice city.
（札幌はいいところだよ。）

Mark: Really? It will be my first time. We will be 
there for two days. What will you do, Tucker?
（本当？僕は札幌は初めてなんだ。そこで2日間過ごすこ
とになっているんだ。タッカーキミは何か予定はあるの？）

Tucker: I am going to go to Tokyo with my family. 
We plan to see a play and a concert.
（僕は家族と東京へ行く予定だよ。劇やコンサートを見に
行く計画なんだ。）

Mark: That's nice. Will you go by shinkansen?
（それはいいね。新幹線で行くの？）

Tucker: Yes.
（うん。）

Mark: Well, have a nice summer!
（それじゃあ、よい夏を過ごしてね！）

Tucker: Thanks, you too.
（ありがとう、君もね。）

伊藤功隆さん ( 赤沢 )

一級建築士になり、い
ろんな人の家を設計し
たいです。

鎌田織江さん ( 街道 )

医者になって、病気の
人たちを治してあげた
いです。

遠藤瑠奈さん ( 羽立 )

小さい子どもと遊ぶの
が大好きなので、保育
士になりたいです。

秋田南高校

軟式テニス部

渡部 菜美子（２年・新 間）・右

鈴木　美香（２年・小今戸）・左

話
す
渡
部
菜
美
子
さ
ん
は
、
先
輩
か
ら
の
指
名

を
受
け
、
今
夏
か
ら
キ
ャ
プ
テ
ン
の
バ
ト
ン
を

受
け
継
ぎ
ま
し
た
。「
高
校
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

だ
っ
た
し
、
初
心
者
の
自
分
が
キ
ャ
プ
テ
ン
？

と
、
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
チ
ー
ム
内
で
み
ん
な

が
互
い
の
プ
レ
ー
を
高
め
あ
っ
て
、
全
員
が
全

県
大
会
へ
出
場
で
き
る
よ
う
に
…
」
と
キ
ャ
プ

テ
ン
の
横
顔
も
垣
間
見
せ
ま
す
。

菜
美
子
さ
ん
と
共
に
中
学
で
は
バ
レ
ー
部
、

「
部
員
の
ほ
と
ん
ど
が
経
験
者
で
、
高
校
か
ら

テ
ニ
ス
を
始
め
る
人
が
い
な
く
、
不
安
も
あ
り

ま
し
た
」
と
話
す
の
は
鈴
木
美
香
さ
ん
。「
初
め

の
う
ち
は
楽
し
く
や
れ
れ
ば
い
い
、
と
い
う
気

持
ち
も
あ
っ
た
け
ど
、
今
は
（
菜
美
子
さ
ん
に
）

負
け
て
い
ら
れ
な
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
同
じ
中
学
、
同
じ
ス
ポ
ー
ツ
を
経
て
、
同

じ
ス
タ
ー
ト
か
ら
は
じ
め
た
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
、

良
い
刺
激
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
二
人
顔
を
見

合
わ
せ
て
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

テ
ニ
ス
が
楽
し
く
て
、
楽
し
く
て
…
そ
ん
な

二
人
の
熱
い
夏
は
こ
れ
か
ら
の
よ
う
で
す
。

夏
休
み
が
始
ま
り
、
間
も
な
い
七
月
下
旬
。

全
県
総
体
を
終
え
た
運
動
部
で
は
、
先
輩
か
ら

の
バ
ト
ン
が
受
け
渡
さ
れ
る
季
節
。
鮮
や
か
に

薄
小
麦
色
に
日
焼
け
し
た
様
が
、
輝
い
て
見
え

る
秋
田
南
高
・
軟
式
テ
ニ
ス
部
の
二
人
。

「
部
活
見
学
で
テ
ニ
ス
を
プ
レ
ー
す
る
姿
に
憧

れ
て
入
部
し
ま
し
た
。
色
々
な
試
合
を
み
た
り
、

自
分
も
大
会
を
経
験
し
て
、
試
合
に
勝
ち
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
っ
て
き
ま
し
た
」
と

175

伊藤　樹さん (宇治木 )

スキー学校の先生にな
り、みんなにスキーを
教えたいです。

伊藤史也さん ( 今戸 )

自衛官になって、災害
にあった人たちを助け
たいです。
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井川短歌会詠草

みんなのひろば

髪
洗
い
入
浴
時
間
の
長
く
な
れ
ば
吾
を
気
遣
い
う
か
ら
の
声
す 

小
林　

タ
ミ

草
む
ら
ゆ
息

こ
子
が
捕
え
来
し
源
氏
ぼ
た
る
両
手
の
中
よ
り
光
は
も
る
る 

伊
藤
ミ
ヤ
子

七
色
に
変
化
す
る
と
う
紫あ

じ

さ

い

陽
花
は
梅
雨
に
う
る
お
い
青
さ
な
お
増
す 

渡
部　

光
造

ど
ん
よ
り
と
一ひ
と
ひ日

暮
れ
た
る
夜
の
雨
は
げ
し
く
屋
根
の
ト
タ
ン
を
た
た
く 

工
藤　

美
穂

逝
き
し
友
の
畑
を
作
り
し
み
じ
み
と
今
在
る
吾
は
幸
せ
と
も
思
う 

鈴
木
ヒ
ロ
子

二
百
種
の
バ
ラ
咲
き
誇
る
バ
ラ
苑
の
香
り
清
し
く
心
洗
わ
る 

伊
藤　

陽
子

満
員
の
電
車
の
中
の
少
年
に
心
は
和
む
席
を
譲
ら
れ 

鈴
木　

鉱
造

草
を
取
る
吾
に
声
か
け
中
学
生
は
銀
輪
光
ら
せ
通
り
過
ぎ
た
り 

遠
藤
恵
美
子

自
動
巻
き
の
腕
時
計
を
重
し
と
思
い
お
り
風
邪
で
二
日
ほ
ど
寝
て
起
き
し
朝 

小
林　

喜
作

手
に
載
せ
た
蝸
か
た
つ
む
り牛

見
せ
る
孫
ふ
た
り
紫
陽
花
の
咲
く
雨
の
夕
ぐ
れ 

伊
藤
千
代
美

移
植
せ
し
梅
の
葉
陰
に
ま
ば
ら
見
ゆ
小
粒
な
れ
ど
も
熟
れ
は
じ
め
た
り 

児
玉
千
代
子

考
え
る
何
か
が
あ
ら
ん
『
恍
惚
の
人
』
を
ば
二
度
目
を
妻
読
み
始
む 

す
ず
き
い
さ
む

齊
藤　

未ミ
ユ
ウ悠
ち
ゃ
ん
（
一
歳
）

最近、バイバイができるように
なった未悠。
動物も大好きで、犬や猫にまで
笑顔でバイバイ。
これからも健康で、その笑顔を
忘れず優しい子に育ってね！

父
・　

騰　

さ
ん

坂
本
町
内　

母
・
友　

子
さ
ん

「運動不足の怖さを知る !?」

中田　文子
（羽　立）

わ
た
し
は
仕
事
を
辞
め
て
か
ら
、
花

の
手
入
れ
や
犬
の
散
歩
な
ど
自
分
な

り
に
忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
た
つ
も

り
で
し
た
が
、
寒
さ
が
苦
手
な
た
め
に

冬
は
長
く
感
じ
ら
れ
、
春
が
来
る
の
が

待
ち
遠
し
い
毎
日
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
五
年
前
の
循
環
器
健
診
で
は
高
脂

血
症
、
高
血
圧
、
さ
ら
に
は
甲
状
腺
の

腫
れ
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
運
動
を
し
な
け
れ
ば
大
変

だ
！
と
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。

し
か
し
急
激
に
は
じ
め
た
運
動
の
せ
い

か
、
膝
に
痛
み
を
覚
え
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ

か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
変
更
し
て
運
動

を
続
け
て
い
ま
し
た
。そ
ん
な
あ
る
時
、

友
人
か
ら
「
生
命
の
貯
蓄
体
操
教
室
」

へ
誘
わ
れ
ま
し
た
。
行
っ
て
み
る
と
友

人
を
は
じ
め
先
輩
た
ち
は
張
り
き
っ
て

体
操
を
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
が
、
わ

た
し
の
身
体
は
な
か
な
か
思
う
よ
う
に

動
き
ま
せ
ん
。
普
段
の
生
活
で
は
特
に

不
自
由
を
感
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
こ
こ
に
き
て
自
分
の
身
体
の

硬
さ
に
気
が
つ
い
た
の
で
し
た
。

そ
の
後
は
先
輩
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
体
操
を
続
け
て
、
そ
の
翌
年
の
健
診

で
は
緊
張
し
た
せ
い
か
？
少
し
だ
け
血

圧
が
高
め
だ
っ
た
ほ
か
は
、
良
好
の
診

断
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

今
で
は
、
血
圧
も
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
も

正
常
値
と
な
り
、
ま
た
身
体
も
大
分
柔

ら
か
く
な
り
ま
し
た
。

体
操
の
中
で
も
、
特
に
お
気
に
入

り
な
の
は
組
み
体
操
。
二
人
一
組
で
行

な
う
こ
の
体
操
は
、
相
手
方
の
手
の
ひ

ら
の
温
か
さ
が
お
灸
の
よ
う
に
気
持
ち

よ
く
感
じ
ら
れ
、
終
わ
っ
た
後
は
自
然

と
、
お
互
い
に
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
が
あ
ふ

れ
ま
す
。「
こ
の
体
操
に
参
加
し
て
良

か
っ
た
ナ
ー
、
体
操
を
続
け
て
ピ
ン
ピ

ン
生
き
て
、
コ
ロ
リ
と
最
後
を
む
か
え

た
い
。
子
ど
も
に
世
話
を
か
け
な
い
よ

う
に
…
」
と
、
紹
介
し
て
く
れ
た
友
人

と
一
緒
に
体
操
し
て
い
る
仲
間
た
ち
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
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▼
昨
年
の
今
ご
ろ
…
、

そ
う
悩
ん
だ
と
き
は
広

報
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
開

く
。「
こ
の
時
は
こ
ん
な

こ
と
が
あ
っ
た
な
」
と
、

思
わ
ず
目
的
の
時
期
を
外

れ
て
見
入
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
▼
昨
夏
は
国
花
苑
で

「
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」。

毎
日
三
十
度
を
超
す
暑
さ

の
中
、
彫
刻
家
三
人
が
汗

を
流
し
な
が
ら
作
業
す
る

姿
、
芝
生
に
座
っ
て
一
緒
に
食
べ
た
ア
イ
ス

の
味
、
盃
を
交
わ
し
た
笑
顔
の
記
憶
が
よ
み

が
え
る
▼
第
一
回
桜
の
森
彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル

大
賞
「
桜
の
木
の
下
で―

電
車
ご
っ
こ
」、
石

彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
公
開
制
作
「
湖
人
」
作
家

の
新
潟
県
・
荻
野
弘
一
さ
ん
が
、
今
夏
は
男
鹿
・

寒
風
山
石
の
彫
刻
フ
ェ
ス
タ
で
八
月
二
十
日

ま
で
公
開
制
作
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
夏
の
ド

ラ
イ
ブ
に
寒
風
山
へ
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

け

綱
木
沢
町
内
は
東
部
地
区
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
し
、
戸
数
十
四
戸
の
小
さ
い

町
内
で
す
。
近
年
は
町
内
に
〝
身
体
障

害
者
療
護
施
設
・
桐
ヶ
療
護
園
〞〝
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
さ
く
ら
苑
〞
、

そ
し
て
〝
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ゆ

う
〞
な
ど
が
町
の
福
祉
エ
リ
ア
と
し
て

整
備
さ
れ
、
町
内
全
体
が
明
る
く
、
に

ぎ
や
か
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
以
前
と
は

比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
く
ら
い
、
車
の

往
来
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

町
内
の
主
な
行
事
と
し
て
は
、
今

年
は
日
程
が
合
わ
ず
残
念
な
が
ら
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
四
月
の
「
花
見

会
」、六
月
・
九
月
に
は
町
内
の
草
刈
り
、

こ
れ
は
町
内
道
路
沿
い
な
ど
約
三
㌔
に

わ
た
っ
て
、
行
な
わ
れ
ま
す
。
山
合
い

の
町
内
で
林
に
囲
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
、
参
加
す
る
人
た
ち
も
い
つ
ま

で
も
若
く
は
な
く
、
草
刈
り
は
大
変
な

作
業
で
す
。
作
業
を
終
え
た
後
の
飲
み

物
の
う
ま
い
こ
と
と
い
っ
た
ら
、
格
別

で
す
。

そ
し
て
、
二
月
の
町
内
全
員
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
。
町
内
の
老
若
男
女
が

集
ま
り
、
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
り
、
世

間
話
を
し
な
が
ら
時
間
が
経
つ
の
も
忘

れ
、
親
睦
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

戸
数
が
十
四
戸
と
少
な
い
町
内
な
の

で
、
一
人
一
役
を
モ
ッ
ト
ー
に
そ
れ
ぞ

れ
が
で
き
る
こ
と
を
頑
張
り
、
互
い
に

力
を
合
わ
せ
、
い
つ
ま
で
も
『
人
の
和

を
大
切
に
し
、
協
力
し
合
う
町
内
』
で

あ
る
よ
う
に
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
綱
木
沢
町
内
会
長  

小
林 

耕
栄
さ
ん
）

人
の
和
を
大
切
に
す
る
町
内
に


